
 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、今年度は、１・２学期に６校時授業の日を多くとり、１月と２月は５校時で下校できるように

年間計画を立てていました。しかし、先週お知らせいたしましたとおり、学習サポート事業を活用し、

各学年２回、放課後の学習会を開き、１月末に行う NＲT標準学力検査に備えることにしました。 

つきましては、下記の通り、下校時刻を一部変更いたしますので、ご了承ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

１５ 月  Ａ３日課　塩川初市

１６ 火  ＡＬＴ(午前) 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10

１７ 水
 パソコン指導（外部講師：五十嵐直子様）
 全校集会（読み聞かせ）

15:10 16:05 15:10 15:10 15:10 15:10

１８ 木  薬物乱用防止教室（５・６年） 15:10 15:10 16:05 16:05 15:10 15:10

１９ 金 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10

２０ 土

２１ 日

２２ 月  委員会活動日 15:10 16:05 15:50 15:50 15:50 15:50

２３ 火  ＡＬＴ(午前) 14:15 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10

２４ 水  全校集会（講話）　職員会議

２５ 木  ＡＬＴ(午後) 15:10 15:10 15:10 15:10 16:05 16:05

２６ 金  集金日・貯金日 15:10 15:10 16:05 16:05 15:10 15:10

２７ 土

２８ 日

２９ 月 15:10 15:10 15:10 15:10 16:05 16:05

３０ 火  ＮＲＴ学力テスト（2校時　国語）　ＡＬＴ（午前） 14:15 15:10 15:10 15:10 15:10 15:10

３１ 水  ＮＲＴ学力テスト（2校時　算数）

15:10

15:10

11:10

　　月の行事予定

日 曜 主な行事
下校時刻

姥堂小学校だより 
平成 2９年度 第２０号 平成３０年 1 月１５日(月) 発行責任者：遠藤幸栄 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬
休
み
の
思
い
出
と
３
学
期
の
め
あ
て 

６
年 

Ｔ
・
Ｎ 

私
の
冬
休
み
一
番
の
思
い
出
は
、
家
族
み

ん
な
で
年
を
越
し
た
こ
と
で
す
。 

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
ま

で
に
、
私
と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
ご
飯
の
準
備
を
し
ま
す
。
み
ん
な
が
集
ま

っ
た
ら
、
こ
づ
ゆ
や
煮
魚
、
お
寿
司
を
食
べ

な
が
ら
、
わ
き
あ
い
あ
い
過
ご
し
ま
す
。
今

年
も
、
紅
白
歌
合
戦
を
見
た
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。 

次
に
、
３
学
期
の
め
あ
て
を
発
表
し
ま

す
。
私
の
３
学
期
の
め
あ
て
は
、
中
学
校
に

向
け
て
、
勉
強
や
運
動
に
は
げ
む
こ
と
で

す
。
中
学
校
の
勉
強
は
、
小
学
校
の
勉
強
よ

り
難
し
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
残
り
３
ヶ

月
、
家
庭
学
習
な
ど
に
計
画
的
に
取
り
組

み
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
次
に
運
動
で
す
。
な

わ
と
び
で
は
、
あ
や
と
び
と
交
さ
と
び
を
３

０
回
跳
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
生
活
面
で
私

が
努
力
し
た
い
こ
と
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
っ

か
り
や
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
め
あ
て
を

胸
に
、
卒
業
ま
で
悔
い
の
な
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

３
学
期
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
い

き
ま
す
。
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
ね
。（
担
任
小
林
教
諭
よ
り
） 

第３学期 始業式の言葉  ～なぜ、勉強するのか～ 

新年、あけましておめでとうございます。 

みなさん、もし「今日、これから磐梯山に登ります」と言われたら、どう思いますか？無事、生きて帰

って来られるでしょうか？いくら何でも、それは無茶！無謀な話ですよね。 

（実際には、「ぜひ行きたい。楽しみ」に多くの手が上がる姥堂っ子でした．．。） 

では、どうすれば、危険な冬の山から無事に帰ってこられるでしょうか。まず、雪や氷の上でも凍えな

い服と手袋、氷を噛む滑らない靴、遭難しても飢えない十分な食べ物などの装備品を揃えなければなりま

せんね。でも、装備品が増えると、それを背負って登る体力も必要です。雪崩が発生するかも知れませ

ん。冬の山で起こる様々な問題を乗り越える知識と経験が必要です。 

つまり、危険な冬の山に登るためには、十分な準備が必要だということです。（現在、小・中・高等学

校での冬山登山は、禁止されています。） 

６年生は、もうすぐ中学校に進学します。５年生だって来年には中学生になりますね。１年生も５年後

は中学生です。そして、いつかは就職して、自分一人で生活するようになります。このことを「社会に出

る」といいますが、社会に出るということは、高い山に登るようなものかもしれません。話を勉強に戻し

ます。 

社会に出るためには、準備が必要です。忙しさに負けて体調を崩さないように、給食をちゃんと食べる

ことや運動にしっかり取り組んで丈夫な体をつくることが、まず大切です。社会に出ると、思ってもみな

かったような困難にもぶつかります。みんなと協力して乗り越える力も身につけておかなければなりませ

ん。その為の勉強も必要です。自分の思いを周りに伝える勉強や、周囲の人の話をしっかり聞く勉強。先

に生まれてきた人たちがどんなことを考え、どんな生き方をしたのかを知る歴史の勉強や、物事をいろい

ろな角度から見ることがえきるように科学や数学などを幅広く勉強したりすることが大事なのです。音楽

や家庭、図工だって必ず役に立つ時がやってきます。 

３学期は、まとめの学期と言われます。これまでに勉強してきたことが、忘れずに使えるものとなって

いるのか、確かめる時期です。もし、忘れていたら繰り返し勉強することが大事ですし、覚えていたら、

もっと難しい問題にチャレンジして、応用（活用）する力を高めていきましょう。そして、いつの日か、

社会に出て、世界の人々と「なかよくたくましく生きる」喜多方人になってほしいと思います。 


